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■今月の土木■

▼メッセージ
年頭のあいさつ
「“適疎”な地域づくり」
を推進したい：山本卓郎

▼CNCPプロジェクト
・「適疎な地域づくり」を
目指して1：CSV研究会
・RCTの社会実装に向け
て研究活動を開始！
：徳永達己

▼コラム
・わかり易い土木「日本の
河川災害対策」：大友正晴

▼フレンズコーナー
・サツキ PROJECT「西
日本豪雨で被災したアパー
トを地域の防災拠点住宅に
再生」：磯打千雅子

▼事務局通信

■平成30年7月豪雨災害の教訓により設立された住民団体
「チームサツキ」によって整備された避難機能付共同住宅
被災により遊休化した賃貸住宅を再び人が住める状態に戻し、被

災者が真備地区に帰れる環境を整えました。
特徴は，単に賃貸住宅を再生するのではなく、２階を洪水発生時

の避難場所兼コミュニティルームとしたこと、２階へ上がるスロー
プを設置し避難行動要支援者（高齢者や障がい者など単独では避難
が難しい者）が垂直避難をできる環境を整えたことです。
当該賃貸住宅の居住者だけでなく、近隣住民の避難も可能であり、

地域防災力が著しく向上しました。取り組みにあたっては、クラウ
ドファンディングを活用して、資金を集めるとともに、取り組みを
全国に発信しています。（磯打千雅子）
https://readyfor.jp/projects/gogosatsuki/announcements

▼フレンズコーナーに続く。

●【サツキPROJECT】避難機能付き共同住宅


